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《業 種 別 総 括 》 

                          令和 5年 6月 

〔漁 業〕 

・ 6月の漁獲量は前年を4,025㌧上回り､漁獲金額は前年を2億7,800万円上回った｡広尾地区のイワ

シ漁が好調で､漁獲量が7,313㌧(前年比4,704㌧増)､漁獲金額が3億2,900万円(前年比2億2,800

万円増)と､全体の漁獲高を大きく押し上げている｡ 

〔農業・軽種馬生産業〕 

・ 道内一の生産量を誇る新冠町特産｢にいかっぷピーマン｣の共選出荷がピーマン集出荷選別施設

で5日から始まった｡目標販売額は前年実績より1,243万円減の9億6千万円を計画している｡ 

・ 大井競馬場で6月28日に行われた地方と中央の交流ＧⅠ(ＪｐｎⅠ)｢第46回帝王賞｣(ダート2000

㍍)で､浦河町西舎の三嶋牧場が生産したメイショウハリオ(牡6歳)が優勝し､史上初の連覇を果

たした｡5月の｢かしわ記念｣(ＪｐｎⅠ)でも勝利したばかりで､関係者は喜びに沸いた｡今年の浦

河町産馬のＧⅠ優勝は3勝目で昨年の2勝を超えている｡関係者はさらなる活躍を期待している｡ 

〔建 設〕 

・ 町発注工事(新ひだか～広尾地区)の月中発注額は24億7,100万円､前年を16億7,700万円上回った｡ 

・ 日高管内における国･道･町発注公共工事の月中請負金額 (北海道建設業信用保証㈱の保証請負 

金額)は52億1,100万円で前年を22億3,100万円上回った｡ 

・ 6月の建築確認申請件数(新ひだか～広尾地区)は､5件で､前年を1件上回った。 

〔小売業・飲食業〕  

・ 日高東部沖で大量発生しているオオズワイガニを有効活用しようと､浦河町がふるさと納税の

返礼品に加えた｡寄付金額1万4千円の｢活ズワイガニ2㌔前後｣と､同1万5千円の｢ゆでズワイガニ

2㌔前後｣の2種類で､いずれも10匹ほど｡脚が欠けたカニが入ることもある｢訳あり｣という｡ 

〔観光・その他〕 

・ ｢日高山脈襟裳国定公園｣について､環境省は13日､2024年度内に国立公園に指定すると発表した｡

一部の地権者が反対する様似町との協議が難航する中､今年の夏までに調整がつかない自治体

は国立公園の指定範囲から除き､前向きな自治体の区域を先行して指定する方針に切り替えた｡ 

〔雇 用〕 

・ 6月の浦河地区と全道の月間有効求人倍率は､浦河地区､全道ともに前年を下回った｡ 

〔総 括〕 

建設業の月中請負金額(北海道建設業信用保証㈱の保証金額)は､前年を22億3,100万円上回り､

町発注工事は前年を16億7,700万円上回った｡6月の町発注工事は前年を上回り､手持ち工事確保

している企業も多く､安定感が見られる｡漁業の漁獲量は前年を4,025㌧上回り､漁獲金額は前年

を2億7,800万円上回った｡広尾地区のイワシ漁が好調で大幅に増加した｡漁獲量では､定置網漁

が大幅に減少し､ツブ漁が大幅に増加している｡飲食業は､コロナウイルスの規制緩和や第5種へ

移行されたことから､人の動きも活発になり､企業の宴会や個人客も増え､客足は戻りつつある｡

宿泊業では､合宿や観光客の宿泊が増加し､稼働率がほぼ100%となり､満室の日が増加している

地区もある｡しかし､物価高騰で仕入価格や光熱費が高くなり､人件費の増加などもあり経費の

増加が経営を圧迫しており､客足は戻りつつあるも､厳しい経営状態となっている｡個人消費は､

人の動きは活発になってきており､イベントも開催され､消費は高まっているものの､物価高で

消費を抑える動きは続いている｡今後夏に向け､観光シーズン､各町のイベント等も始まり､各事

業者は消費拡大､景気回復に期待を寄せている｡ 
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〔沿岸漁業〕カレイ､タコ､ナマコ漁等｡〔沖合い漁業〕サケ･マス､ツブ､キンキ､イワシ漁等｡ 

総漁獲量 9,824㌧・総漁獲額11億2,100万円(前年同月比4,025㌧増・2億7,800万円増)｡ 

  

  

 

 

  

 

 

 

 

  

底曳網漁………  72ｔ ・   5百万円  ( 前年同月比     72ｔ増  ・   5百万円増 ) 

定置網漁………1,262ｔ ・ 188百万円  ( 前年同月比  1,005ｔ減  ・  13百万円減 ) 

カレイ漁……… 128ｔ ・  20百万円  ( 前年同月比     60ｔ減  ・  10百万円減 ) 

タコ漁…………  91ｔ ・  81百万円  ( 前年同月比     21ｔ増  ・  17百万円増 ) 

ツブ漁………… 275ｔ ・  57百万円  ( 前年同月比    205ｔ増  ・  33百万円増 ) 

ナマコ漁………  13ｔ ・  61百万円  ( 前年同月比      3ｔ減  ・  11百万円減 ) 

メヌケ漁………  13ｔ ・  25百万円  ( 前年同月比      1ｔ増  ・   1百万円減 ) 

キンキ漁………  18ｔ ・   9百万円 （ 前年同月比     8ｔ増  ・   3百万円増 ） 

カニ漁…………  20ｔ ・   4百万円 （ 前年同月比    20ｔ増  ・   4百万円増 ） 

昆 布………… 125ｔ ・ 208百万円  ( 前月比売上      2ｔ増  ・   3百万円増 ) 

イワシ漁………7,533ｔ ・ 340百万円  ( 前月比売上  4,924ｔ増  ・ 239百万円増 ) 

その他………･･ 274ｔ ・ 123百万円  ( 前月比売上    160ｔ減  ・   9百万円増 ) 

・ 道立総合研究機構さけます･内水面水試(恵庭)は26日､今秋に道内に来遊するサケは豊漁だっ

た前年実績より4％多い3,482万8千匹になりそうだとの予測を公表した｡全5海区のうち､来遊

数が最多のオホーツクなど3海区が前年を上回る見込み｡サケの生育環境の悪化を指摘する研

究もあり､今回の予測は従来以上に堅く見積もった｡それでも､豊漁の目安とされる3千万匹を2

年続けて上回る見通しとなった｡海区別では､約6割を占めるオホーツクは前年実績比5.5％増

の2,142万5千匹との予測になった｡根室は14.5％増の440万8千匹､えりも以東(十勝･釧路管内

など)は22.3％増の193万5千匹とした｡この3海区は昨年､3年魚の来遊が増えていた｡一方､日本

海は10.7％減の542万2千匹､えりも以西(日高･胆振管内など)は1.8％減の163万7千匹にとどま

るとした｡道内の秋サケ来遊数は､2004年の6,058万匹がピーク｡19～21年は3年連続で2千万匹

を割ったが､22年は4年魚が平年並みの水準に持ち直した上､3年魚が653万匹と平成以降で最多

となり､7年ぶりに3千万匹台を回復した｡昨年は当初2,052万匹と見積もったが､約6割も上振れ

た｡同水試は｢昨年の3年魚の来遊数から算出すれば､今年の来遊数はもっと上振れるはずだが､

生育環境の悪化も考慮した｣と話す｡昨年の道内の秋サケの漁獲高は前年比42.4％増の639億

2,700万円と過去最高だった｡イクラなど秋サケ関連の製品在庫がほとんどなく､魚価が高値と

なったためだが､今年は｢在庫はあり､魚価高騰は考えにくい｣(道漁連販売第二部)という｡ 

（対象は新ひだか、浦河、様似、えりも、広尾の各地区）（「ｔ」はトンを表しています） 



３ 

 

〔軽種馬生産業〕 

・ 門別競馬場で開催中の今季の道営ホッカイドウ競馬が､好スタートを切っている｡4月19日の開幕

から5月末までの約1カ月間(開催14日間)でみると､1日当たりの馬券販売額は6億3千万円を超え､

年間の馬券販売額が過去最高だった昨季を8,500万円以上､上回った｡競馬場への来場者数も過去

最多を上回るペース｡レースの充実に加え､今季から馬場に白い砂が敷かれてナイター照明が反

射し､｢映える白いコース｣としてファンの評判を呼んでいることも､集客増に寄与しているよう｡

今季の馬券販売額は､レースが開催された序盤の14日間で計88億2,757万円､1日当たりでは6億

3,054万円｡これに対し昨季の販売額は計76億3,432万円で､1日当たり5億4,530万円だった｡競馬

場への来場者数についても､今季は14日間で計1万4,465人､1日当たり1,033人に達した｡年間の来

場者数が過去最多(5万9,545人)を記録した2019年は､シーズンの1日当たりの来場者数が744人で､

これを上回っている｡ 

・ 全国の高校で唯一､競走馬生産実習を1978年から行っている静内農業高は今年から､サラブレッ

ドの年間生産頭数を従来の1頭から2頭に増やし､4月に牡馬､5月に牝馬が生まれた｡複数の馬を一

緒に育てることで競走馬に必要な高い競争意識を養うことが狙い｡ 

〔農 業〕 

・ 浦河､様似両町特産の夏イチゴ｢すずあかね｣の収穫が始まり､選果場での作業が本格化している｡

両町内のひだか東農協共同選果場には27日朝､生産者が計1.1㌧を搬入した｡色づいた実が手際よ

くパック詰めされ､主に東京方面に出荷される｡浦河町内の選果に携わるのはパート従業員27人｡

傷をつけないよう手でコンベヤーに流し､機械で重さごとに分けた後､1粒ずつ形や傷みを目で確

認して､パックに並べていった｡6～11月に収穫されるすずあかねは酸味が強いのが特徴で､主に

ケーキ用に使われる｡同農協によると､今年の両町の生産戸数は昨年より3戸少ない37戸｡生産量

は前年とほぼ同じ193㌧､販売額は4億3,600万円と見込むという｡後継品種として試験栽培が行わ

れている｢すずりっか｣(品種登録中)の収穫も始まり､一緒に選果作業が行われている｡ 

〔花き栽培〕 

･ 6月の花き出荷実績は､85万本､金額 9,632万円(前年 72万本､8,916万円)｡ 

 

 

 

〔公共工事〕 

・ 日高管内の国･道･町発注公共工事の月中請負金額(北海道建設業信用保証㈱の保証請負金額)は､52億 

1,100万円で､前年同月比22億3,100万円増加した｡ 

〔町発注工事・建築確認申請〕（令和5年6月） 

  工 事 件 数 金     額 （百万円） 確認申 
請件数   土 木 建 築 その他 計 土 木 建 築 その他 計 

新ひだか町 3 8 17 28 53 478 445 976 2 
浦 河 町 7 2 10 19 99 469 521 1,089 1 
様 似 町 8 3 0 11 139 32 0 171 1 

えりも町 3 0 2 5 95 0 7 102 0 
広 尾 町 0 4 12 16 0 69 64 133 1 

計 21 17 41 79 386 1,048 1,037 2,471 5 

・ 町発注工事(新ひだか～広尾地区)は 24億 7,100万円となった(前年同月 7億 9,400万円)｡ 

工事発注状況をみると､前年同月比では､件数は31件上回り､金額は16億7,700万円上回った｡ 

・ 6月中受付の建築確認申請件数(新ひだか～広尾地区)は 5件で､前年を 1件上回った｡ 
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〔木 材〕 

・チップ材の出荷状況(広尾地区)は､数量が598㌧(前年425㌧)で前年比40.7％の増加｡ 

出荷金額は1,340万円(同835万円)で前年比60.5％の増加｡ 

〔製 材〕 

・建材(様似地区)6月の受注は前年並みとなった｡プレカット材は受注なく生産を停止している｡ 

 

 

〔卸売業〕 

・ 野菜は､道内産が主体で､ダイコン､ハクサイ､ホウレン草､セロリ､ブロッコリー､レタス､トマト

等｡本州産は､サツマイモ､ジャガイモ､玉ネギ等が出荷されている｡果物は､北海道産が主体で､

イチゴ､メロン､スイカ､サクランボ等｡本州産はリンゴが主体となっている｡ 

〔小売業・飲食業〕 

・ 日高東部沖で大量発生しているオオズワイガニを活用しようと､札幌のセンチュリーロイヤル

ホテルが､14日からオオズワイを使った洋食メニューの提供を始めた｡えりも漁協から仕入れた

オオズワイを､ソースとほぐし身に調理して｢とんがりディナー｣(9,200円)の魚料理に使ってい

る｡ただ､仕入が確実に続くか不透明で､カニがなくなり次第､このメニューは終了する｡フェア

ではほかに､日本女子大家政学部の学生のアイデアを基にした､浦河や様似産のイチゴを使った

前菜やデザートを､ディナーと｢とんがりランチ｣(4,500円)の一品として出している｡ 

・ えりも町本町のえりも漁協直売所では連日､オオズワイガニを求める道内各地からの買い物客

でにぎわっている｡18日も午前9時の開店を前に長蛇の列ができ､職員らが慌ただしく対応に追

われていた｡道が関係漁協に特別採捕を許可して有効利用調査のための集中捕獲を行うなど､関

係者が現状の打開に向け取り組んでいる｡当初､小ぶりで商品価値も低いとされていたが､同漁

協が苦肉の策として直売所で販売を始めたところ､報道などで情報を知った人たちが道内各地

から訪れ､連日大盛況｡18日は､2千匹を用意して販売を開始したが､続々と訪れる人が長蛇の列

をつくり､一人10匹の購入限度いっぱいに買い求めていた｡ 

〔観光・その他〕 

・ 十勝､日高両管内にまたがる｢日高山脈襟裳国定公園｣について､環境省は 13 日､2024 年内に国

立公園に指定すると発表した｡国定公園は両管内13市町村にまたがる｡今後は国立公園化に向

けて環境省北海道地方環境事務所が夏までに指定範囲や規制のレベルを盛り込んだ公園計画素

案を作成｡秋にパブリックコメントを実施した上で中央環境審議会に諮問し､来年中に国立公園

に正式に指定する｡当初､国立公園化は21年度中の見込みだった｡様似町の地権者が岩石採取な

どの経済活動に影響が出るとの懸念を示し､協議が難航していた｡他の12市町村は観光効果へ

の期待から早期指定を求めており､環境省は｢ずるずると延ばせない｣と方針を転換した｡公園内

には世界ジオパークに認定されているアポイ岳(様似町)があるが､様似町が指定から外れた場

合､アポイ岳は国定公園のまま残る｡環境省は｢地域全体での国立公園化を目指して協議を続け

る｡調整がつき次第､国立公園への編入もできる｣と述べ､国立公園指定は部分的に追加すること

も可能との認識を示した｡ 

・ シンガポールからの道内ツアー客5人が6日､広尾町から､えりも､様似､浦河町にかけての｢え

りも岬とんがりロード｣を訪れた｡受け入れたのは 4町の観光協会などでつくる｢えりも岬とん

がりロード観光協議会｣｡協議会の誘致によるシンガポール人客の4町周遊は初めてとなった｡ 
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〔管内の倒産〕 

･ 当金庫管内(新冠町～えりも町)の倒産は､1件(前年同月0件)､負債総額1,000万円(同ゼロ)｡ 

当金庫管内を含む苫小牧管内の倒産は､2件(前年同月1件)､負債総額8,000万円(同9,000万円)｡ 

〔道内の倒産〕 

･ 北海道の倒産件数は22件(前年同月21件)､負債総額は23億4,800万円(同44億100万円)､倒産件 

  数は前月比2件増加､前年比1件の増加となった｡ 

〔全国の倒産〕 

･ 全国の倒産件数は770件(前年同月546件)､負債総額は1,509億4,700万円(同1兆2,325億8,300 

万円)｡倒産件数は前月比64件増加､前年比で224件の増加となった｡    （東京商工リサーチ） 

〔雇   用〕 

･ 6月の浦河地区の月間有効求人倍率は1.52倍で､前年比0.09ポイント下降、前月比0.12ポイン 

ト上昇した。有効求人数は920人で前年比115人の減少､前月比で31人の増加となった｡有効求 

職者数は605人で前年比37人の減少､前月比で30人の減少となった｡全道の月間有効求人倍率は 

0.97倍で､前年比0.07ポイント下降､前月比0.02ポイントの上昇となった｡ 
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 ６町の産品や観光をＰＲ 

日高信用金庫札幌支店では6月1日から､十勝・日高管内6町の特産品や観光など地域の魅力 

を発信するロビー展を開催している｡様似・えりも両町を皮切りに､日高信金と包括連携協 

定を締結する6町(新冠､新ひだか､浦河､様似､えりも､広尾)の観光協会が協力し､来年2月末 

まで3カ月ごとに展示品を替え､特産品やふるさと納税､観光､イベントなどをＰＲしていく｡ 

6月1日から8月31日までは､様似町とえりも町の展示｡パネルや観光パンフレットで町を紹介｡ 

特産品は､｢冬島産日高昆布だし｣や｢ななつぼし｣など｡ほか､いくら醬油漬けや銀聖鮭などの 

名産品を写真や外箱で紹介｡襟裳岬の緑化事業をテーマにした映画｢北の流氷｣(仮題)のポス 

ターも展示している｡また､窓口付近のモニターで各町の観光ＰＲを放映している｡展示は窓 

口業務営業時間の午前9時から午後3時まで｡今後の日程は､浦河町と広尾町が9月1日～11月30 

日､新冠町と新ひだか町が12月1日～来年2月29日までを予定している｡ 
   

        

 

（注）調査区域：浦河地区、新ひだか町静内地区及び三石地区、新冠地区、様似地区､えりも地区、広尾地区  

倒産・雇用状況 

その他 
 



６ 

 

《指  標》 

 

 

１ 営業区域の人口・世帯数動向 (令和 5 年 6 月末現在)                 (単位：人) 

町 村 名 
人         口 世         帯 

人 数 前年同月比 前月比 世帯数 前年同月比 前月比 

平 取 町 4,618 -27 6 2,463 33 7 

日 高 町 10,731 -323 -10 5,919 -70 3 

新 冠 町 5,172 -37 -4 2,814 41 -3 

新 ひ だ か 町 20,789 -404 5 11,424 -61 14 

浦 河 町 11,531 -178 -16 6,677 -21 11 

様 似 町 3,938 -105 5 2,091 -22 7 

え り も 町 4,238 -113 -4 2,045 -38 -5 

日高地区合計 61,017 -1,187 -18 33,433 -138 34 

広 尾 町 6,093 -190 -15 3,205 -41 -5 

大 樹 町 5,404 -29 -16 2,835 59 -2 

日高･十勝地区合計 72,514 -1,406 -49 39,473 -120 27 

札 幌 市 1,959,833 -2,556 348 1,104,189 8,208 641 

江 別 市 118,783 -595 -38 59,517 151 25 

石 狩 市 57,787 -162 13 28,576 270 37 

北 広 島 市 57,097 -468 -46 28,279 101 13 

恵 庭 市 70,246 -9 -6 35,245 476 21 

千 歳 市 97,757 288 -10 51,926 796 -15 

石狩地区合計 2,361,503 -3,502 261 1,307,732 10,002 722 

苫 小 牧 市 167,399 -1,458 -103 91,131 190 -7 

厚 真 町 4,333 -63 -9 2,128 -6 -1 

む か わ 町 7,466 -127 19 4,096 7 22 

胆振地区合計 179,198 -1,648 -93 97,355 191 14 

営業区域合計 2,613,215 -6,556 119 1,444,560 10,073 763 

注:日高町の人口数に外国人登録者数は含まれていません。                 (資料出所:各市町村) 

 

 

２ 労働需給状況(令和5年6月)  

     （単位：人、％） 

 浦河職安 全 道 前年同月比 前月比 

月 間 有 効 求 人 数 920 85,716 -115 -7,449 31 434 

月間有効求職者数 605 88,687 -37 -754 -30 -1,292 

月間有効求人倍率 1.52 0.97 -0.09 -0.07 0.12 0.02 

                                               (資料出所:北海道労働局) 

 

３ 企業倒産状況(令和5年6月)                                        
（単位：件、百万円） 

 件 数 金 額 前年同月比(件数) 前年同月比(金額) 業 種 地    区 

苫小牧管内 2 80 1 -10 
  

うち新冠町～えりも町 1 10 1 10 
北 海 道 22 2,348 1 -2,053   
全   国 770 150,947 224 -1,081,636   

(資料出所:東京商工リサーチ) 

 



７ 

 

 

 
４ 浦河町・新ひだか町 金融機関預金･貸出金残高(令和5年6月) 

（単位：百万円、％） 

預          金 貸     出     金 

残 高 前年同月比 前 月 比 残 高 前年同月比 前 月 比 

180,325 1.02 1.01 56,967 0.98 0.98 

                                   （資料出所:浦河･静内金融協会） 

 

 

５ 町発注工事 (令和5年6月)                         （単位：百万円） 

(資料出所：各町) 
 
 
 

６ 建築確認申請 (令和5年6月) 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

(資料出所：各町) 

 

 

７ 気象情報(札幌管区気象台発表) 

令和5年6月中の気象状況                         (単位：℃、ｍｍ、ｈ) 

 本    年 平年偏差・平年比 平年偏差、平年比は､1991～2020

年の資料から算出された平年値を

使用。気温は当月の平均気温から

平年値を差し引いたもの(平年比)。

降水量､日照時間は当月の降水量･

日照時間の平均を平年値で割り返 

したもの(平年偏差)。 

 気 温 降水量 日照時間 気 温 降水量 日照時間 

浦   河 16.2 29.0 171.3 2.7 30.2 118.1 

広   尾 15.8 55.0 156.0 3.1 36.9 123.1 

                                   (資料出所:国土交通省・気象庁) 

 

 

 

 6月 累  計 前年同月 前年同月累計 

件 数 金 額 件 数 金 額 件 数 金 額 件 数 金 額 

新ひだか町 28 976 60 1,802 4 158 26 632 

浦 河 町 19 1,089 32 1,675 14 406 35 616 

様 似 町 11 171 22 330 12 140 23 429 

え り も 町 5 102 21 365 8 20 22 109 

小 計 63 2,338 135 4,172 38 724 106 1,786 

広 尾 町 16 133 30 278 10 70 27 353 

総合計 79 2,471 165 4,450 48 794 133 2,139 

 6月 累 計 前年同月 前年累計 

件 数 件 数 件 数 件 数 

新ひだか町 2 12 1 9 

浦 河 町 1 6 2 4 

様 似 町 1 3 1 3 

え り も 町 0 0 0 1 

小 計 4 21 4 17 

広 尾 町 1 3 0 6 

総合計 5 24 4 23 



８ 

 

                        日高振興局からのお知らせ 

 

８月は「北方領土返還要求運動強調月間」です。 
～北方領土問題の解決に向け、道民世論の結集を図る啓発活動を実施します。～ 

 

我が国固有の領土である歯舞群島、色丹島、国後島及び択捉島からなる北方四島の早期返還の実

現は、道民はもとより国民の長年にわたる悲願です。 

 北海道では、昭和４１年から、この北方領土問題の解決に向け、道民世論の結集を図り、国の外

交交渉を積極的に後押しするため、旧ソ連邦が日本に対し宣戦を布告し、北方四島の占拠を開始し

た月である８月を「北方領土返還要求運動強調月間」として、重点的に返還要求運動を実施してい

ます。 

 

●主な取組内容 

・北方領土返還要求署名コーナーの設置及びパネル展の実施 

       日高振興局内に署名コーナーを設置し、返還要求の署名活動及び北方 

領土関連のパネル展を実施します。 

期間：令和５年（２０２３年）８月１日（火）～８月３１日（木） 

場所：日高合同庁舎１階エントランスホール（浦河町栄丘東通５６号） 

   

      ・署名キャンペーンの実施 

       より多くの署名機会を設け、北方領土に対する理解と関心を深めて 

いただくことを目的とし、日高振興局職員が各企業・関係団体に対し 

協力要請を行い、北方領土返還要求運動強調月間において署名活動を 

実施します。 

 

 

お住まいの町役場庁舎でも署名できます！！ 

北方領土返還署名コーナーは、日高管内各町役場庁舎内にも設置されておりますので、御協力をお

願いします。 

 

 

 

 

 



 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

ひだかしんきん営業のご案内 

ATM 本   店 〒057-0013 浦河郡浦河町大通 2 丁目 31の 2      ☎（0146）22-4111 

ATM 堺 町 支 店 〒057-0034 浦河郡浦河町堺町西 1 丁目 83の 59     ☎（0146）22-5611 

ATM 静 内 支 店 〒056-0016 日高郡新ひだか町静内本町 1 丁目 1 の 15  ☎（0146）42-1531 

ATM 三 石 支 店 〒059-3108 日高郡新ひだか町三石本町 197 の 23    ☎（0146）33-2311 

ATM 様 似 支 店 〒058-0014 様似郡様似町大通 2 丁目 35の 2      ☎（0146）36-2341 

ATM えりも支店 〒058-0204 幌泉郡えりも町字本町 170 の 1       ☎（01466）2-2311 

ATM 広 尾 支 店 〒089-2615 広尾郡広尾町本通 8 丁目 7 の 1       ☎（01558）2-3161 

札 幌 支 店 〒060-0004 札幌市中央区北 4 条西 5 丁目 1―4      ☎（011）200-7070 

 

 

ATM 営業時間 平日 8：45～18：00 

※札幌支店を除く各店舗に「ハンドセット搭載機」の ATM が設置されております。 

土曜日 ATM 稼動店：本店･堺町支店・静内支店・三石支店･様似支店･えりも支店･広尾支店 

土曜日 ATM 営業時間 9：00～17：00 

日曜･祝日 ATM 稼動店：本店･静内支店 

日曜･祝日 ATM 営業時間 9：00～17：00 

 

店外 ATM 

浦河町役場内 ATM 浦河郡浦河町築地 浦河役場内１階ロビー 

店外 ATM 営業時間 平日 9：00～16：00 

浦河赤十字病院内 ATM 浦河郡浦河町東町 浦河赤十字病院内１階ロビー 

店外 ATM 営業時間 平日 9：00～18：00 

パセオ堺町店内 ATM 浦河郡浦河町堺町 店内フロア 

店外 ATM 営業時間 平日･土曜･日曜・祝日 9：00～19：00 

マックスバリュ静内店内 ATM 日高郡新ひだか町静内木場町 店内フロア 

店外 ATM 営業時間 平日・土曜･日曜・祝日 9：00～19：00 

日高徳洲会病院内 ATM 日高郡新ひだか町静内こうせい町 

店外 ATM 営業時間 平日 9：00～18：00 土曜 9：00～17：00 

※店外 ATM は、全て「ハンドセット搭載機」です。 

※ハンドセット付ＡＴＭ：プッシュボタン付受話器から、音声ガイ 

ダンスにより操作手順をご案内するＡＴＭです。 

 

 

        業務部地域貢献課 

        業務部地域貢献課 
           〒057-0013 浦河郡浦河町大通 2丁目 31の 2 

           電話 (0146)22-4100 FAX (0146)22-6106 

           URL http://www.shinkin.co.jp/hidaka/ 

 

大樹生命札幌共同ビル 4 階 

 


